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①成果優先度評価結果 ②コスト削減優先度評価結果

（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価
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�  縮小 �  廃止・休止 �  その他 ( )
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平成２４年度は震災の影響で井水に何らかの影響があり、上水に切り替えをした世帯が

多かったが、平成２６年度からは横ばいとなっている。
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普及促進はがきをきっかけとして宅内

工事を実施した世帯の割合
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備消耗品費 千円

2.通信運搬費 46 通信運搬費 千円

国庫支出金 千円

1.備消耗品費 4

はがき郵送料
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④事務事業に関する課題・環境の変化 ⑤事務事業に対する住民からの意見等
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③事務事業開始の経緯・事務事業の現状

4547
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② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

・給水管の取出しは、引込み済であるが、宅内工事が行われていない世帯に普及促進のはがきを送付する。

・普及促進のはがきの送付とは別に、戸別訪問を行って利用促進を図る。

　※対象件数が多いので、年度ごとに訪問地区を決めて長期計画で普及促進を図っていく。

・宅内漏水の注意喚起を広報等で行う。

従来から普及促進のはがき送付は行っていたが、

更なる加入者の増加を図るため、戸別訪問を平

成26年度から行っている。

昔ながらに地下水等を利用している方の普及は難

しい。

水道利用については消極的意見が多く、水道料金・

工事代金がかかる等の意見が多い。
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